
























































































































































IAge Height Weigh t（kg） Body Mass Index Body Fat Rate（％）









I E　34 34 34 34 34










156．8 51．5 5t4 0．1 ：21．0 20．9 0．1 24．2 25．0 ＊＊＊－0．8
II　　　s，d．
11．16 4．45 4．07 4．03 1．41 i1．89 1．77 0．55 3．79 3．85 1．34
　■　　　　●
高高撃高浮 23 148 45 43．7 一3．2
Ii18．5
18．3 一〇．8 19．3 19．4 一3
　　　，




24．6 t8 34．7 34．1 2．5
Table　3　　E肝ect◎f　interventi◎n　on　blood　　rofile
























































































































































































































































































































































































































































































群間有意差 t－test 〈0．01 〈0．01 ＜0。05 〈0．01
減少群
　　n
高?≠氏
@s．d．
　15
V．2
S．38
　15
@9．2
P2．34
　15
Q07．1
R1．93
　15
R．4
P．06
影響が考えられる。藤井ら12＞の長期介入縦断的研
究でも運動介入初期における血液性状の一過性の
不良化現象が見られることを報告しており、本報
告で介入前後の体脂肪率の差に増加傾向が認めら
れたことと合わせ、介入初期の食事などの影響を
考えることは今後の課題である。
　「Table　8」にHDL一コレステロール値の変
化で2群に分け、その他の項目で有意差の確認さ
れた項目の統計値を示した。HDL一コレステロ
ール値の増加した群は減少した群に較べ、総コレ
ステロール値も増加し、介入前の総コレステロー
ル値は減少群に比較して小さかった。HDL一コ
レステロール値の増加と総コレステロール値の大
幅な増加が連動していることがうかがえる。
　生活習慣としてはHDL一コレステロール値が
増加した群は、減少した群に較べて介入前の間食
習慣が顕著ではなかった。今回の追跡報告中、唯
一、脂質系血液性状に食が絡んだ結果である。
結語
　ボランティアで参加した大学女性教職員34名に
低強度の有酸素運動を週2～3回、3ヶ月に亘り
実施し、介入前後の血液性状の変化とその変化に
関わる生活習慣、運動量などの因子を分析した結
果、次のような知見が得られた。
1）体脂肪率に0．8％の有意な増加が確認された。
2）介入前後の脂質系血液性状に有意差は確認さ
れなかったが、総コレステロール値は増加が確
認される可能性がある。
3）介入運動量と脂質系血液性状に有意な相関は
確認されなかった。
4）総コレステロールの減少した群は、増加群に
較べて、介入前の総コレステロール値、HDL
　一コレステロール値が高かった。また、総コレ
　ステロール値増加群は付加的に自発的に実施し
　たウエイト・トレーニングの頻度が多く、HD
　L一コレステロール値は増加していた。
5）中性脂肪量が減少した群は、介入前の中性脂
肪量が高かった。
6）HDL一コレステロール値の増加した群は、
介入前の総コレステロール値は小さく、総コレ
　ステロール値も増加していた。また、減少群に
比較して間食習慣が顕著ではなかった。
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